
１．はじめに

－－胡屋(沖縄市)の集中豪雨－－

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

２．雨量資料

２-１．集中豪雨(大雨)の判定

  した。よって、資料の年数は33年間（1977～2009）となります。

　ます(資料総数は、66個になりました)。なお、１降雨の総量は、時間雨量0.0mmから0.0mmに

　　上記の判断基準で雨量を整理して表-１に添付します。これを基に過去の降雨状況を把握し

　報が発令された降雨と判断して）、次のような降雨資料を収集しました。

　なるまでの合計雨量とし、継続時間は、この間の時間数としました。

　　　　　②３時間連続雨量 70 mm以上

上位６降雨はこの状況で発生している)。 これより、「那覇と沖縄市が同時に集中豪雨と

なると、災害が懸念されるされるような大雨となる可能性がある」と言えます。

沖縄市の降雨傾向

　　本島中部には胡屋(沖縄市)以外に読谷にも気象台の観測所があり、距離的にも遠くないの

株式会社　沖橋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

　で雨の降り方は、胡屋と読谷は同じようなものだと思っていました。また、集中豪雨も同時

　　本報告は、沖縄気象台胡屋観測所のデータ(基本的に集中豪雨)を収集し、降雨の傾向を把

集中豪雨の発生件数は66回で、名護(53回)と那覇(70回)の中間よりは若干多めでした。

降雨のピークは、降り始めに対し、中盤から後半に発生します。

　りました。これの詳細は次頁以降に添付しました。また、末尾に胡屋観測所の降雨確率計算

　書添を付しましたので、土木設計の資料になると思います。

　雨量・降雨継続時間などを調べてみました。ところが、集中豪雨が同時に発生した回数は近

　傍の読谷や金武よりも那覇の方が多いことが解りました。

　握するとともに近傍の観測所との比較を行ったものです。その結果、以下のような状況が解

になると思います。

集中豪雨の発生は８月が多く(近年では９月が多く)、近年は５月の発生がありません。

同時に発生した場合(26回発生)のうち14回は、近年12年間に集中している(資料33年間)。

同時に発生すれば、総雨量が多くなる(総雨量が100mm達しなかったのは３降雨のみであり、

胡屋と同時に発生した観測所で最も多いのは那覇(26回)です。

降雨継続時間の長い降雨は、ピーク時間雨量は大きくならないが総雨量が多くなる。一

方、ピーク時間雨量の大きい雨は、継続時間が短く総雨量も多くならない。これは沖縄

本島全体に言える傾向であるが、胡屋には例外(ピーク時間雨量・総雨量が大きく、継続

時間が長い雨、2001年9月7日降雨)があるため、防災計画では、この雨での検証が必要に

　れているのは1977年（昭和52年）からであるので、雨量資料との取扱いも1977年からにしま

　　集中豪雨は、「時間雨量が多い」ということが常識です。その判断基準として（大雨注意

　　雨量資料として沖縄気象台胡屋覇観測所のデータを用いました。日々の時間雨量が整理さ

　　　　　①時間雨量 40 mm以上

　に発生しているのが多いだろうと思って、発生した日にちや集中豪雨の総雨量・ピーク時間

2010(平成22)年11月22日改訂
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２－２．降雨パターン

　　胡屋も他の観測所と同様に短時間集中降雨が多い状況でした。

(1999年9月降雨) (2007年8月降雨)

図－１．継続降雨

　２）短時間集中降雨

　　　降雨継続時間の短い降雨(時間雨量5.0mm以上の継続時間が６時間未満の雨)。これを

　  「短時間集中降雨」と称します(図－２参照)。66降雨中43降雨がこのパターンです。

(1990年5月降雨) (2000年4月降雨)

図－２．短時間集中降雨

　１）降雨継続

　　　降雨継続時間が長い降雨(時間雨量5.0mm以上の雨が６時間以上続く雨で、この間に5.0mm

　　以下が２時間以上ある場合は含まない)。これを以下「継続降雨」と称します(図－１参照)。

　　　66降雨中22降雨がこのパターンです。

　　胡屋の集中豪雨は、継続降雨・短時間集中降雨・要注意降雨に分けることができます。
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準ずる降雨

86.0

H.19

図－３要注意降雨

要注意降雨(2001年9月降雨)

52.0 211.0 22

(1985年8月降雨) (2007年7月降雨)

2007

202.0 20

62 7 13

18 1985 S.60 8 12

7 101.0 413.0 3852 2001 H.13 9

　 ――要注意降雨の定義――

　　　ピーク時間雨量60mm以上、降雨継続時間24時間以上、総雨量200mm以上。

胡屋の要注意降雨及び準ずる降雨

No. 発生年 月 日
ﾋﾟｰｸ時間雨量
(mm)

総雨量 (mm)
降雨継続時間
(時間)

　３）要注意降雨

　　　雨量には前述の継続降雨と短時間集中降雨の両方を持ち合わせる降雨が有ります。雨の

　　降り方としては最も危険な降雨になります。胡屋には下記の条件に当てはまるものが２降

　　雨あります(図－３参照)。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19

経過時刻（時）

雨
量
（
ｍ
ｍ
）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21

経過時刻（時）

雨
量
（
ｍ
ｍ
）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37

経過時刻（時）

雨
量
（
ｍ
ｍ
）

5



２－３．発生頻度

 １）年間発生状況

①

②

減少傾向にあります(那覇は増加傾向でした)。

　　表－１を発生年月別に整理したものを表－２に添付します。

集中豪雨の発生は、多くても年４回(昭和53年・平成10年・平成14年)です。

33年間のの発生回数は66回(年平均2.00回)です。近年10年では18回(年平均1.80回)となり
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 ２）．月別発生状況

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

月 発生月で２回以上発生確率月数 66 月

3 (2)

超える雨となっています。

は要注意月となります。

0 (0)

0 (0)

(1)

1 (1)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

23 (1)

2 (1)

41 (15)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

6

(0)

1 (1)

3 (1)

3 (1)

1 (1)

1 (0)

1 (1)

2 (0)

6 (1)

5 (1)

8

（　）内数値は、近年10年間の値である。

9 (4)

5

年２回以上 6 1.5 年３回以上

(2)

(3)

(4)

(1)

(1)

(0)

(18)

0 (0)

１月から12月の毎月に発生履歴が有ります。

(0)

確率 % 発生頻度

0 0.0

年３回以上 0 0.0

7

発生確率計算表　総月数 396

5 7.6

発生頻度 発生月数

年１回以上 66 16.7 年２回以上

月１回発生する確率は16.7％で、５～９月はその確率が高くなる。月２回以上発生する

確率は低い(1.5％、一度発生した月で２回以上発生する確率は7.6％)。

月別発生回数の多いのは、３月～10月で、８月が特に多くなっています。近年10年でも

６月～９月が多くなっています。

総雨量の多い雨(200mm以上)は、５月から10月に発生しています。８月と９月は300mmを

以上より集中豪雨に対する警戒が必要な月は５月から10月と言えます。特に８月と９月

全体の4.5％(３回)は、総雨量が300mm以上となります(８月には２回発生)。

全体の62.1％(41回)は、総雨量が100mm以上となります(５～９月に30回発生)。

全体の12.1％(８回)は、総雨量が200mm以上となります(８月～９月に５回発生)。

　　表－２を発生月別、かつ、総雨量別に整理し、表－３に添付します。

12

9

6

2

3 9.1

5

4

6

回数

3.0 50.0

12.1

1.5

7.6

9 (3)

0 (0)－

(％)

表－３．集中豪雨月別発生回数表

回数

1.5 100.0

300mm以上

回数

200mm以上

－

100mm以上

1

2

計

8

9

10

11

12

－

発生月数 確率 %

0

－

20.0

－

－

1

33.3

－

62.1

50.0

2

6 (2)

60.0

75.0

40.0

(0)

7 (4)

2 (2)

77.8 0 (0)

1 (1)

16.71 (0)

0 (0)

0 (0)

8 (3)

18.2

13.6

9.1

3.0

16.7

4.5

－

－

－

発生割
合
(％)

月別回数月

(％) (％)

12.1100.0

－

－12.5

－

(0)

0 (0)

0 (0)1 (0)

－

－

発生率（総雨量別月別）

50.0

(0)

0

－

7.6

11.1

75.0

66.7

25.0

22.2

－

13.6

－

66
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２－４．１降雨の総量とピーク時間雨量及び継続時間

①

②

これより、総雨量の多い雨は継続時間が長くなると言える。

　ピーク時間雨量と継続時間についても整理しました。これより次の傾向が読み取れます。

総雨量の多い雨10個のうち、時間雨量のピーク値が上位10位以内となる降雨は３降雨だけ

である。これより、ピーク時間雨量の大きい雨が総雨量も多くなるとは言い切れません。

総雨量の多い雨は、降雨継続時間が長い(７ケースが継続時間の長い上位10位以内となる)。

　　表－１の資料を１降雨総量の多い順に整理したものを表－４に添付します。表－４には
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 ４）．集中豪雨のピーク位置

2 8 21

5 5 14

14 9 22

18 5 13

19 10 29

24 9 7

26 5 10

49 4 14

52 9 7

57 8 6

中央

後方

前方

中央

後方

前方

中央

後方

ﾋﾟｰｸ
の位置

中央

0.331

中央

1310

20 318 20

降雨時刻

1988 S.63

　　時間単位の降雨分布図(ハイエトグラフ)を作成する場合、ピークの位置がどこにくるかは

　貯留を考える解析では重要な問題となります。この位置により、降雨分布図の呼び方も変わ

64.0

4 19 2

5

総雨量 ﾋﾟｰｸ時間
雨量

142.0H.2

2001

　ります(前方山形・中央山形・後方山形)。防災ダム計画では、後方山形(ピーク位置ｒ＝0.8)

H.12

始りから
の時刻

23

17

1990 73.0 8 17

2000

継続
時間
ﾋﾟｰｸ
時刻

194.0 105.0 18 21

17115.0 82.0

H.13 8

No 生起年 月 日

1985 S.60
19 3

表-５．ピーク到達割合算定表　胡屋（ﾋﾟｰｸが大きい雨量）

　　ここでは、表－１に添付した集中豪雨がどの分布に当るかを把握します。なお、この検討

　では表－１の0.0mmを含まない連続降雨で検討しました。表－１のすべての降雨の平均を求め

　　表－６のうちピーク時間雨量の大きい雨に絞って整理すると、表－５のようになります。

　0.53(中央山形)となります。

ピーク位置＝

　たものを表－６に添付します。これは、下記式で求めたピーク位置で、ピークの位置はｒ＝

雨の降りだしからの時間数

降雨継続時間

ﾋﾟｰｸ到達
割合始り 終り

1977 S.52 191.0 71.0 19 31 13 0.38

1978 S.53 109.0 60.0 11 17 7 15 5 0.71

1983 S.58 146.0 64.0 14 17 4 15 2 0.50

198.0 84.0 3 13 11 0.9112 10

0.50

6 0.60

3 1.00

29

109.0

0.25225.0 101.0 28 35 2

21 36 16 30

7.90

　方にピークがあることが解ります。

0.58

102003 H.15 165.0 61.0

　表－５は、時間雨量の上位10個の平均を求めたものでｒ＝0.59となり(前方山型２降雨(No.

　19、52)、中央山型５降雨(No.2,14,24,26,57)、後方山型３降雨(No.5,18,49))、中央から後

0.63

平均 159.4 76.5

　が採用されてきました。

前方山型 中央山型 後方山型
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２－６．総雨量

　１）．月合計と年合計雨量

①

②月合計雨量が500mmを越えた月は６回ある。このうち４回は、近年に発生している。

③

④

　　一般的に被害をもたらす降雨は「時間雨量が多いだけでなく続けて降る雨」と考えられま

　す。また、洪水被害をもたらした月は、「その月の総雨量も多いはずである」との観点から

月合計雨量(33年間の平均)が200mmを示す月は５月・６月・８月・９月の４ヶ月である。

近年10年で見ると６月と９月の増加が目立つ。８月は逆に減少している。

　月合計雨量についても整理しました。これを表－７に整理しました。　　　

かないことが判る。

年合計雨量(33年間の平均)の平均は、2056mm(近年10年では2078mm)であり、近年若干増加

している。

「雨が多い年」を年間雨量が平均より多い年とするならば、少ない年と多い年は長くは続

11



　２）．月合計と豪雨の関係

①

②

③月２回以上発生した月は３ヶ月ある。

④

49.6

－ －

－ －

－ －

－ －

40.0 55

－ －

64.0 8

39.5 57

表－８．月総雨量と集中豪雨との関係
ピーク時間雨量

時間雨量 多い順降雨No.１降雨の雨量 多い順

101.0 2

47.0 28

平均 500.5 184.4

20 2000 H.12 ７ 413.0 － － －

19 2007 H.19 ６ 414.0 － － －

18 1980 S.55 ４ 423.0 － － －

17 2001 H.13 ５ 427.0 － － －

16 1992 H.04 ８ 432.0 － － －

15 1996 H.08 ５ 441.0 38 225.0 6

66 101.5 4114 2009 H.21 ６

2000 H.12 ４

449.0

月合計雨量 集中豪雨

451.0 16 325.0

多い順 生 起 年 月 月合計雨量

2

4 1998

2

451.0 49 109.0 3913

815.0 52 413.0

2005 S.17 ６ 781.0
58 158.0

11 2001 H.13 ９

19

59 139.0 26 35.0 63

3 1978 S.53 ８ 654.0 6 147.0 21

S.10 10
4

45 97.0 44

63 324.0

513.0
44 274.0

2007 H.19 ８ 507.0 3

6 1994 H.06 ５ 500.0 34 154.0 20

5

7 1988 S.63 ５ 482.0 23 128.0 30

8 1983 S.58 ３ 473.0 13 133.0 28

47
9 2002 S.14 ９

462.0 22 175.0

469.0

10 1987 S.62 ６

60

47.0

49.0 18

86.0 3

41.0 51

15

49.6

月合計雨量が500mmを越えた月は過去33年間のうち６ヶ月ある。

降雨量の多い上位20ヶ月の月平均・１降雨の平均・ピーク時間雨量の平均のすべてで那覇

を下回っている。

220.4 53.3

月降雨量上位20ヶ月平均の那覇と胡屋の比較表

観 測 所 月降雨量の平均 １降雨量の平均 ピーク時間雨量平均

胡 屋 500.5

64

31

50.0 17

40.0 56

46.0

S.60 ８

44.0

34.0

38.055 128.0 31

56 87.0

44.0

11 1985 452.0

　　月別雨量(表－７)と集中豪雨(表－４)の関係を整理したものを表－８に添付します。これら

184.4

上位20ヶ月のうち集中豪雨が発生したのは15ヶ月（75％）である。月合計雨量が多い月に

集中豪雨が発生したと言える確率は75％である。

那 覇 540.6

18

12 1984

202.0 8

39

48.0 23

34

27

S.59 ８

　より次の傾向を読み取ることができます。
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３．胡屋と近傍観測所との比較

　１）．集中豪雨の発生日

①

②

③

読谷

胡屋 那覇

名護から南へ行くほど発生件数が多くなる。

　　名護・金武・読谷・胡屋・那覇の集中豪雨が発生した日にちを表－11と表－12に添付しま

　す。これから同時に発生した回数を表－10に添付します。

胡屋と同時に発生した回数は、同じ中部の読谷や近傍の金武よりも那覇の方が多い。

を把握しても、近傍の金武・読谷よりも那覇の回数が多いことが解る。

50 58

表－10（１）．集中豪雨の回数　(資料年数33年、金武は31年)

観測所名 名護 金武 読谷

集中豪雨の総雨量・ピーク時間雨量・降雨継続時間の上位10位と同時に発生した観測所

2.00 2.12

表－10（２）．同時に発生した回数

66 70

1.61 1.61 1.76

発生回数 53

胡屋 那覇

年平均

名護 11 15

観測所名 名護 金武

17 13

金武 11 17

14 12

17 11

25

読谷 15

胡屋 14 17 17

15

那覇 12 11 13 25

表－10（３）．胡屋の集中豪雨総雨量上位10降雨と同時に発生した観測所

胡 屋 集 中 豪 雨 総 雨 量
名 護 金 武 読 谷 那 覇

順位 総雨量 発生年月日

1 413.0 2001 9月7日 － － － －

2 325.0 1984 8月19日 ○ － － ○

3 324.0 2007 8月10日 ○ ○ ○ ○

4 274.0 1998 10月4日 ○ － － ○

5 247.0 1999 9月22日 ○ － ○ ○

6 225.0 1996 5月28日 － － － ○

7 211.0 2007 7月13日 ○ － － －

8 202.0 1988 9月7日 － － － －

9 194.0 2001 9月7日 － － － －

10 192.0 1977 8月21日 － ○ － －

個数 5 2 2 5

13



4 82.0 1985 10月29日 － － － －

3 86.0 1985 8月13日 － ○ － ○

表－10（４）．胡屋の集中豪雨ピーク時間雨量上位10降雨と同時に発生した観測所

胡 屋 ピ ー ク 時 間 雨 量
名 護 金 武 読 谷 那 覇

順位 時間雨量 発生年月日

1 105.0 1988 9月7日 － － － －

2 101.0 2001 9月7日 － － － －

5 73.0 1990 5月10日 － － ○ ○

6 71.0 1977 8月21日 － ○ － －

7 64.0 1983 9月22日 － － － －

8 64.0 2000 4月14日 － － ○ －

9 61.0 2003 8月6日 － － － ○

10 60.0 1978 5月14日 ○ － ○ －

個数 1 2 3 3

表－10（５）．胡屋の集中豪雨継続時間上位10降雨と同時に発生した観測所

胡 屋 降 雨 継 続 時 間
名 護 金 武 読 谷 那 覇

順位 継続時間 発生年月日

1 45 2007 8月10日 ○ ○ ○ ○

2 38 2001 9月7日 － － － －

3 35 1998 10月4日 ○ － － ○

4 32 1999 9月22日 ○ － ○ ○

5 30 1984 8月19日 ○ － － ○

6 29 1998 6月5日 － － － ○

7 23 1996 5月28日 － － － ○

8 22 2007 7月13日 ○ － － －

9 21 1996 8月12日 － － － －

－10 21 2006 8月6日

3

○ ○ ○

6

表－10（６）．胡屋の集中豪雨の上位10降雨と同時に発生した個数計

項 目 名護 金武 読谷 那覇

個数 6 2

5

ピ ー ク 時 間 雨 量 1 2 3 3

総 雨 量 5 2 2

6

計 12 6 8 14

降 雨 継 続 時 間 6 2 3

25

合 計 26 23 25 39

同 時 に 発 生 し た 個 数 14 17 17

14



15



16



　２）．胡屋と那覇が同時に集中豪雨となった場合の状況

①

②

③

④

⑤

957.0

10 1991 H.3 9月13日 215.0 12 42.0

218.0 11 98.0 14 202.0

128.0

5 1985 S.60 8月13日

52 42.0 7

8 20

30 48.0

6 40.0

86.0

1915 49.0

7

23

25 49.0 15

17.623.2 47.8

138.5 32 50.0

496.5 2 75.0 54

25 2008 H.20 3月30日

24 2007 H.19 8月10日

21.4 163.3

52.0 1426

206.7 24.7 52.7平 均

2009 H.21 6月14日

3 50.0

13185.5 18 41 39.5101.5

1446.5

324.0

49 158.0 19 47.0

45

15

18

23 2005 H.17 6月15日 403.5 3 64.5

165.0

18 44.0

382.0 5

18 61.0159.0 23 39.0 2522 2003 H.15 8月6日

32

179.0 12 60.0 13

247.0

134.0 35 35.5 14

37

274.0 4 40.0

44 46.0

5 31.0

11 97.0

32 37.0 8

17 1999 H.11 9月22日 514.0 1 74.0

104.5 43 60.0 15

11 1996 H.8 5月28日 209.5 15 30.0

36 45.5

146.0 27 51.0 10

7 1987 S.62 6月21日 160.0 22 40.0 175.016

6 1986 S.61 9月23日 118.0 38 46.0 8

46.0 70 41.0 42.0

胡 屋

総 雨 量
時間雨量継続時間

総 雨 量
時間雨量継続時間

雨 量

同時に発生すれば、総雨量が多くなる(21降雨が100mm以上、６降雨が上位10位以内とな

総雨量は200mmを越えるような雨の場合は那覇の方が大きいが、これ以外は同程度か、

　　胡屋と那覇が同時に集中豪雨になった場合の状況表を表－13に添付します。これより次の

　ことを読み取ることができます。

10 124.5 33

71.0 537

137.0 27

3月9日
1978 S.53
1 3月4日

2

ピーク時の時間雨量は、同じ程度である（那覇の平均51.2mm,胡屋の平均46.5mm）。

継続時間も同じ程度である（那覇の平均21.6時間,胡屋の平均17.9時間）。

順位 雨 量 順位

月日

那 覇

表－13．同時に発生した場合の降雨状況表

件数
No.
発生年

全体26回のうち14回は平成10年以降に発生している。

な大雨となる。

る)。言い換えるならば、胡屋と那覇に同時に集中豪雨が発生すると、被害を及ぼすよう

12 1997 H.9 4月14日 133.5

55.0 66 46.0 11 68.0 54 46.0 10

4 1984 S.59 8月19日 254.0 8 41.0 23 325.0 2 41.0 30

23 73.0 14

8 1988 S.63 5月1日

106.5 41 38.59 1990 H.2 5月10日

若干、胡屋の方が大きいくらいである。

132.0 29 43.0 29150.5 25 56.5

133.0163.0

398.5 4 73.5

54 45.079.016 10月26日

1998 H.10
15 10月4日

13 2月18日

14 6月5日

210.5 14 71.5 1918 2000 H.12 11月9日

21 9月4日

2002 H.14

19 6月15日

20 7月14日

53.5

192.5 17 40.0

36 128.0 31

10192.0

176.0 14

126.0

17 141.0

24 73.0

225.023

8

35

16

21 60.0 12

43

30

143.016

1238.0

43.0 19

13

13 44.0 133 1983 S.58 3月12日

17



　３）．胡屋と那覇の確率雨量

①

②

なる可能性がある。

表－14.　那覇と胡屋の確率雨量計算結果表

確率年
日 雨 量 時 間 雨 量 10 分 間 雨 量

那 覇 胡 屋 那 覇 胡 屋 那 覇 胡 屋

既往最大 427.5 294.0 110.5 105.0 29.5

200 437.3 362.2 133.4 105.2 34.0 26.8

100 401.2 333.2 122.4 98.7 32.2 26.0

50 365.1 304.2 111.7

87.9

30 338.3 282.9 103.9

97.7 82.9 27.9 23.7

　　胡屋と那覇の確率雨量計算を行うと下表のとおりです。表－14は近年33年間の資料より

　算定したものです。

10 278.8 236.2

92.0 30.4 25.0

87.0 29.0

75.5

316.7 265.8

胡屋の10分間雨量は、那覇の特性係数より求めたものである。

資料は、1977（S.52）から2009（H.21）まで（33年間）によるものである。

那覇の方が大きい値となる（50年確率日雨量で60mm以上、時間雨量でも10mm大きい）。

沖縄市の土木設計に胡屋のデータを用いれば、那覇のデータを用いた場合よりも小さく

24.3

25.8 22.2

20

18


